
 

 

 

 

 

 

 

 

2026 年 4 月の労働安全衛生法改正により、高年齢労働者に対する労働災害防止対策が、事業

者の努力義務として位置づけられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象となる「高年齢労働者」の定義は？ 

今回の改正において、「高年齢労働者」の明確

な年齢定義はありません。参考として、「高年齢

者雇用安定法」では 55 歳以上を高年齢者として

いますが、身体機能の低下には個人差があるた

め、年齢で線引きするのではなく、個々の労働者

の状況に合わせた対応が求められます。 

体力に自信がない人や仕事に慣れていない人を

含め、すべての働く人の労働動災害防止を図るた

めにも、職場環境改善の取り組みが重要です。 

 

 

●高年齢労働者が増加（60 歳以上の雇用者数は 10 年間で 1.5 倍） 

●労働災害のうち 60 歳以上の労働者が占める割合は 1/4 以上（2019 年は 27％） 

●労働災害発生率は、若年層に比べ高年齢層で高い 

●転倒災害、墜落、転落災害が若年層に比べて高く、女性に多い(転倒災害の 6 割が女性) 

高年齢労働者の労働災害防止の推進について 

6 月の健康コラム 
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知っていますか？ 

女性特有の転倒リスク 

    ハイヒールは姿勢の安定が保ちにくくなる 

     スカートは歩幅が狭くなりやすい 

ロングスカートは足元が見えにくくなる 

骨量が少なく転倒すると骨折しやすい 

筋力が弱いと手すりから手が離れやすい 

 

20 歳以上の転倒災害の発生率は 

女性は男性の約 1.8 倍に！ 

 

 法改正の背景と現状 

 
高年齢者は 
被災しやすい！  

労働災害が 
重症化しやすい！ 

〈日数〉 

〈歳〉 

1000 人あたりの労働災害発生状況（休業 4 日以上） 

                     出典：労働者死傷病報告（2019） 

年齢別休業日数の割合（2019 年） 
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 高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン(エイジフレンドリーガイドライン) 

“エイジフレンドリー”とは、年齢に配慮した働きやすい環境づくりを意味します。 

年齢の視点から、現場のリスクや安全衛生管理を見直すことがポイントです。 

 

 

① 安全衛生管理体制の確立 

• 経営トップが安全方針を明確にする 

• 高年齢者の特性を踏まえた危険源の特定等、リスクアセスメントの実施 

② 職場環境の改善（ハード・ソフト両面） 

• 照度の確保、段差の解消、身体機能の低下を補助する設備・装置の導入 

• 作業スピードの調整、無理のない勤務形態、特性を考慮した作業管理 

③ 健康・体力状況の把握 

• 健康診断や体力チェックの実施 

• 本人と事業者の情報共有 

④ 高年齢労働者の健康や体力の状況に応じた対応 

• 健康診断や体力チェックにより把握した個々の状況に応じた業務をマッチング 

• 身体機能の維持向上に取り組む 

⑤ 安全衛生教育の充実 

• 写真や図、動画を使った分かりやすい教育 

• 再雇用者や再就職者など未経験業務への丁寧な指導、教育訓練 

 

体力チェックの一例 「簡単セルフチェック！あなたのバランス能力は？」 

体力の低下は、わずかな段差でのつまずきや転倒につながります。体力を客観的に把握し、日

頃から意識的に運動習慣を身につけることで、労働災害のリスク軽減につながります！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※転倒に注意して行ってください！！ 

引用：転びの予防 中央労働災害防止協会 https://www.jisha.or.jp/order2023/korobi/ 

 

 

 

 ガイドラインの重要な 5 つの柱 

★閉眼片足立ち（～65 歳） 

【静的バランス能力】 

※靴を脱いで行う。滑らない床

で。まわりにものを置かない。 

 

７秒以下は 

転倒の高リスク！ 

★開眼片足立ち（65歳以上） 

【静的バランス能力】 

※65 歳以上は安全に行うため

に開眼を推奨。両手は腰に当てな

くても良い。 

15 秒以下は 

転倒の高リスク！ 

井上病院附属診療所 健診センター 文責： 保健師 上野 幹奈 

 

高年齢労働者の労働災害防止対策について（厚生労働省） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/ 

roudoukijun/anzen/newpage_00007.html 

エイジフレンドリーは“誰もが働きやすい職場づくり” 

高年齢労働者の増加に伴い、転倒災害などの労働災害防止への取り組みが、ますます重要にな

っています。エイジフレンドリーな職場づくりは、高年齢労働者だけでなく、誰もが安全に働き

続けられる職場環境づくりにつながります。１人１人が自身の体力や健康状態を把握し、無理の

ない作業や運動習慣を心がけながら、安心して働ける職場づくりを進めていきましょう。 

 


